
＜総括表＞ 

令和元年度 企業局運営プログラム 

＜短期アクションプランの目標指標（R2）＞ 

－ 

 

主要事業及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）等一覧 

番号 主要事業 主な取組み内容 

ＫＰＩ 

（短期ＡＰ策定時） 

H30 計画 R1 計画 

進捗 

状況 

短期ＡＰにおける 

位置づけ 

（テーマ－施策－主要事業） 直近値(H30 実績値) 

１ 

再生可能エネル

ギーの導入促進 

○県営風力発電事業の推進 

○新規中小水力発電所の開発 
－ 

－ － 

－ 

６－１－（１） 

－ 

 

 

  



（部局運営プログラム個表） 

  企業局 

番号 主要事業 ＫＰＩ 

H30計画値 R1計画値 

直近値(H30実績値) 

１ ○再生可能エネルギーの導入促進 － 

－ － 

－ 

短期ＡＰにおける位置付け テーマ６－施策１－主要事業（１）再生可能エネルギーの導入促進 

 

施策の評価と今後の推進方向等 

〔前年度までの主な取組み状況〕 

○県営風力発電事業の推進 

 設備設計を行うとともに、発電所建設工事及び送電線布設工事を発注した。 

○新規中小水力発電の開発 

 事業可能性調査を継続し、熊野で流量観測を実施した。 

 

〔評価･課題等〕 

○県営風力発電事業については、引き続き、環境に配慮しながら適切に事業を進める必要がある。 

○新規中小水力発電の開発については、砂防堰堤や農業用水路等を利用した電源開発にも目を向け、検討を進める必要がある。 

 

〔今後の推進方向等〕 

○県営風力発電事業の推進 

 関係法令や環境影響評価を尊守し、令和２年度の完成に向け建設工事を実施する。 

○新規中小水力発電の開発 

 中小水力の事業可能性調査を継続するとともに、市町村・土地改良区と連携した小水力発電の可能性について検討する。 

 

〔令和元年度の主な取組項目と事務事業〕 

○県営風力発電事業の推進 

 建設に必要となる手続きや関係機関との協議を行い、建設工事を着実に進める。 

○新規中小水力発電の開発 

新規中小水力発電の開発については、砂防堰堤や農業用水路等を利用した小水力発電の開発を検討し、現地調査を実施する。 

明沢川では、事業可能性を判断するため地質調査を実施する。 

 


